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い
◎

４
本
号
末
尾
掲
載
の
新
投
稿
規
程
、
文
末
に
、
「
新
投
稿
規
程
実
施
に

関
す
る
注
意
点
」
と
し
て
、
編
集
委
員
会
が
第
五
四
号
掲
載
分
に
つ
き
、

形
式
用
件
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
た
際
見
ら
れ
た
問
題
点
を
挙
げ
て
あ
る
。

規
程
と
並
ん
で
、
執
筆
に
際
し
、
参
考
に
し
て
ほ
し
い
。

５
提
出
期
限
後
の
論
文
の
修
正
は
す
べ
て
慶
膳
義
塾
大
学
出
版
会
の
方

で
行
わ
れ
る
の
で
、
編
集
委
員
会
事
務
局
宛
へ
の
修
正
、
校
正
の
追
加

的
提
出
は
差
し
控
え
る
よ
う
に
お
願
い
し
た
い
。
掲
載
予
定
の
論
文
に

関
す
る
校
正
は
一
度
行
え
る
が
、
そ
の
段
階
で
は
、
最
低
限
の
修
正
の

み
加
え
る
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

６
法
学
政
治
学
論
究
へ
の
問
い
合
わ
せ
が
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
以
外
の
形
で

行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
問
い
合
わ
せ
は
一
切
受
け
付

け
て
い
な
い
。
必
ず
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
問
い
合
わ
せ
を
す
る
よ

う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

７
合
格
者
に
対
し
て
送
付
し
て
い
る
執
筆
者
紹
介
欄
に
生
年
月
日
の
記

入
欄
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
論
文
掲
載
順
決
定
の
際
に
基
準
と
す
る
た
め

の
情
報
と
し
て
記
入
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
情
報
は

本
誌
上
に
掲
載
す
る
必
要
は
な
い
と
の
委
員
長
の
判
断
で
、
五
一
号
よ

り
略
歴
の
欄
に
生
年
は
掲
載
し
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。

８
本
誌
裏
表
紙
に
掲
載
す
る
掲
載
論
文
の
欧
文
タ
イ
ト
ル
に
つ
い
て
、

執
筆
者
に
は
、
和
文
タ
イ
ト
ル
の
原
意
の
反
映
の
み
な
ら
ず
、
各
言
語

で
の
誤
字
、
脱
字
等
の
な
い
よ
う
十
分
配
慮
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
二
○
○
一
一
年
五
月
一
一
六
日
、
富
田
広
士
記
）
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〔
編
集
後
記
〕

１
本
号
は
、
二
○
○
二
年
一
一
月
一
二
日
提
出
締
切
の
投
稿
論
文
、
一
九

点
の
う
ち
、
一
三
点
を
掲
載
し
て
い
る
。

２
本
誌
第
五
四
号
掲
載
分
（
二
○
○
二
年
五
月
一
五
日
提
出
締
切
）
か

ら
、
す
で
に
新
し
い
投
稿
規
程
（
本
号
末
尾
に
掲
載
）
の
適
用
が
始
ま

っ
て
い
る
。

主
な
理
由
と
し
て
は
、
過
去
四
年
に
遡
り
調
べ
た
と
こ
ろ
、
手
書
き

原
稿
一
件
、
ワ
ー
プ
ロ
専
用
機
使
用
の
原
稿
○
件
と
、
ほ
と
ん
ど
の
原

稿
が
パ
ソ
コ
ン
の
ワ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
（
以
下
ワ

ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
と
す
る
）
で
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し

た
か
ら
で
あ
る
。
新
投
稿
規
程
で
は
、
こ
の
点
に
配
慮
し
、
ワ
ー
プ
ロ

ソ
フ
ト
に
よ
る
原
稿
作
成
を
前
提
に
、
よ
り
効
率
的
な
定
形
の
設
定
と

遵
守
を
目
指
し
て
い
る
。

３
今
後
投
稿
者
に
は
、
新
し
い
投
稿
規
程
を
精
読
し
た
上
で
、
原
稿
執

筆
に
取
り
掛
か
か
る
よ
う
に
お
願
い
し
た
い
。
新
投
稿
規
程
は
、
以
下

の
方
法
で
入
手
で
き
る
。

・
二
○
○
二
年
度
法
学
研
究
科
履
修
案
内
に
掲
載

・
三
田
学
事
セ
ン
タ
ー
法
学
部
係
に
て
配
布

・
法
学
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
（
頁
日
へ
ヘ
ミ
ミ
言
・
匿
言
・
丙
四
○
・

口
○
・
一
℃
へ
）

・
本
誌
第
五
三
号
以
降
の
末
尾
に
掲
載

規
程
を
通
読
し
て
、
疑
問
点
、
不
明
な
点
が
あ
る
場
合
に
は
、
な
る

べ
く
早
目
に
、
後
記
６
に
則
り
、
編
集
委
員
会
に
問
い
合
わ
せ
て
ほ
し


